今夏の猛暑の状況資料２

１．気象概況
〔６月〕
○天気は数日の周期で変わることが多く、上旬と中旬には低気圧や前線の影響で大雨となった日もあった。平均気温と降水量は平年並、日照時間は多かった。
〔７月〕
○上旬は南からの暖かく湿った空気や梅雨前線の影響で大雨となり、下旬は台風第12号の影響で大雨の日もあったが、それ以外は高気圧に覆われ晴れる日が多かった。平均気温はかなり高く、降水量はかなり多く、日照時間は多かった。
〔８月〕
○下旬は台風第20号の影響で大雨となった所もあったが、それ以外は高気圧に覆われて晴れる日が多かった。平均気温は高く、降水量は少なく、日照時間はかなり多かった。
〔９月〕
○前線の影響で曇りや雨の日が多くなり、大雨となった日もあった。なお、４日には台風第21号の影響で、30日には台風第24号の影響で大雨となった。平均気温は低く、降水量はかなり多く、日照時間はかなり少なかった。
（出典）大阪管区気象台「大阪府の気象」
２．気温
○2018年の気温は平年※に比べて７月がかなり高く、大阪観測点（大阪市）の月平均気温29.5℃は1883（明治16）年の統計開始以来７月の月平均気温としては高い方から２位の記録であった（１位は1994（平成６）年の29.9℃）。
○７月19日には大阪観測点の日最高気温は38.0℃となり、７月としては統計開始以来１位タイの値を記録した（同じ値は1994（平成６）年７月16日に観測）。
○８月22日には堺観測点（堺市）で地点観測史上最高の気温39.7℃を記録した。
月平均気温（℃）
特に７月に
平年との差が
大きい

図１　大阪観測点の月平均気温
※平年は1981年から2010年の30年間の観測値の平均。
（出典）気象庁データから大阪府作成



○最高気温が35℃以上の猛暑日数も７月が14日と特に多く、平年（2.9日）を大きく上回った。
特に７月に
平年との差が
大きい
猛暑日数（日）
図２　大阪観測点の猛暑日数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出典）気象庁データから大阪府作成



〔参考〕大阪観測点の真夏日、猛暑日、熱帯夜日数
（日）

図３　大阪観測点の真夏日、猛暑日、熱帯夜日数の推移
※真夏日：最高気温が30℃以上の日、猛暑日：最高気温が35℃以上の日、
熱帯夜：最低気温が25℃以上の日
（出典）気象庁データから大阪府作成


３．熱中症救急搬送人員数
○2018年の大阪府域の熱中症救急搬送人員数は7,138人であり、例年に比べ倍増した。月別にみると、特に７月が4,432人と最も多かった。

　　　　　　　　表１　月別の熱中症救急搬送人員数（大阪府域）　　　　　　　　（人）
	
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	合計（死亡人数）

	2018年
	133
	323
	4,432
	1,960
	290
	7,138  (12)

	2017年
	166
	224
	1,774
	1,311
	115
	3,590  ( 1)

	2016年
	155
	209
	1,516
	1,509
	301
	3,690  ( 3)

	2015年
	141
	173
	1,422
	1,894
	 84
	3,714  ( 9)

	2014年
	－
	289
	1,190
	844
	148
	2,471  ( 2)

	2013年
	－
	362
	1,453
	2,064
	185
	4,064  ( 5)

	2012年
	－
	 95
	1,285
	1,114
	350
	2,844  ( 2)

	2011年
	－
	542
	916
	982
	302
	2,742  ( 1)

	2010年
	－
	125
	1,055
	2,120
	616
	3,916  ( 6)

	2009年
	－
	－
	346
	461
	137
	  944  ( 0)

	2008年
	－
	－
	960
	627
	144
	1,731  ( 1)


（出典）消防庁「熱中症による救急搬送の状況」





○2018年の大阪府域の熱中症救急搬送人員数は、他の都道府県と比べると、東京都の7,843人に次いで２番目に多かった。
図４　都道府県別の熱中症救急搬送人員数

（出典）消防庁データから大阪府作成


○2018年の大阪府域の人口10万人当たりの熱中症救急搬送人員数は80.75人であり、平均74.86人を上回っていた。全国で多い方から25番目である。
図５　都道府県別の熱中症救急搬送人員数（人口10万人当たり）

（出典）消防庁データから大阪府作成


○初診時における傷病程度別にみると、死亡12人、重症50人、中等症1,567人、軽症が5,506人であった。
○年齢区分別では65歳以上の高齢者が47.6％と半数近くを占めていた。
○発生場所別では最も多いのは住居で全体の約４割、次いで、道路が約２割、公衆（屋内）、公衆（屋外）、仕事場がそれぞれ約１割、教育機関が１割弱を占めていた。
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年齢区分
発生場所

[image: ][image: ]　
　






 発生場所
【仕事場①】 (道路工事現場、工場、作業所等)
【仕事場②】 (田畑、森林、海、川等　※農・畜・水産作業を行っている場合のみ)
【教育機関】 (幼稚園、保育園、小学校、中学校、高等学校、専門学校、大学等)
【公衆 (屋内)】 不特定者が出入りする場所の屋内部分
(劇場、コンサート会場、飲食店、百貨店、病院、公衆浴場、駅(地下ホーム)等)
【公衆 (屋外)】 不特定者が出入りする場所の屋外部分
(競技場、各対象物の屋外駐車場、野外コンサート会場、駅(屋外ホーム)等）
初診時における傷病程度
【重  症】 ３週間以上の長期入院
【中等症】　入院診療
【軽  症】　外来診療



年齢区分
【新生児】　生後28日未満
【乳幼児】　生後28日以上7歳未満
【少　年】  満　7歳以上18歳未満
【成　人】  満18歳以上65歳未満
【高齢者】　満65歳以上




図６　傷病程度別・年齢別・発生場所別の熱中症救急搬送人員数（大阪府域：2018年）
（出典）消防庁データから大阪府作成

○年齢区分別の熱中症救急搬送人員数の推移について、2008年からの増減割合をみると、高齢者の増加率が最も多く、次いで乳幼児の増加率が多かった。
（％）
（年）

図７　年齢区分別の熱中症救急搬送人員数の推移（大阪府域）
（出典）消防庁データから大阪府作成
○初診時における傷病程度別の熱中症救急搬送人員数の推移について、2008年からの増減割合をみると、2018年は特に死亡された方の増加が顕著であった。
（％）

図８　初診時における傷病程度別の熱中症救急搬送人員数の推移（大阪府域）
（出典）消防庁データから大阪府作成



４．気温と熱中症救急搬送人員数の推移
○2018年の大阪府内３地点（大阪・豊中・枚方）における日最高気温の平均値及び大阪府域の熱中症救急搬送人員数の推移をみると、日最高気温は７月中旬から８月上旬において平年値を上回り、日最高気温が35℃を超えた期間は熱中症救急搬送人員数の増加が見られた。
[image: ]
図９　日最高気温と熱中症救急搬送人員数の推移（大阪府域）
（出典）気象庁及び消防庁のデータから大阪府作成


５．気温や暑さ指数と熱中症救急搬送人員数の関係
[bookmark: _GoBack]○2018年の大阪府域における日最高気温と熱中症救急搬送人員数の関係をみると、日最高気温が30℃を超えると熱中症救急搬送人員数が徐々に増加している。
[image: ]
図10　気温と熱中症救急搬送人員数の関係（大阪府域：2018年）
（出典）気象庁及び消防庁のデータから大阪府作成

○熱中症を予防することを目的として提案された暑さ指数（WBGT；①湿度、②日射・輻射(ふくしゃ)など周辺の熱環境、③気温の３つを取り入れた指標）と熱中症救急搬送人員数の関係を大阪府域の2018年でみると、熱中症救急搬送人員数は、暑さ指数が28℃を超える（厳重警戒レベル）と増加が顕著となり、31℃を超える（危険レベル）と急激な増加がみられる。
[image: ]
図11　暑さ指数と熱中症救急搬送人員数の関係（大阪府域：2018年）
（出典）環境省暑さ指数及び消防庁データから大阪府作成
　　
【参考】暑さ指数（WBGT）について
○暑さ指数（WBGT：Wet Bulb Globe Temperature、湿球黒球温度）は、熱中症を予防することを目的として1954年にアメリカで提案された指標。
○暑さ指数（WBGT）は人体と外気との熱のやりとり（熱収支）に着目した指標で、人体の熱収支に与える影響の大きい ①湿度、②日射・輻射(ふくしゃ)など周辺の熱環境、③気温 の３つを取り入れた指標。単位は気温と同じ摂氏度（℃）で示す。
＜屋外での算出式＞
　WBGT(℃) ＝0.7 × 湿球温度 ＋ 0.2 × 黒球温度 ＋ 0.1 × 乾球温度
＜屋内での算出式＞　
WBGT(℃) ＝0.7 × 湿球温度 ＋ 0.3 × 黒球温度


[image: 暑さ指数（WBGT）の測定装置／実際の観測の様子]
●湿球温度（NWB: Natural Wet Bulb temperature）は、水で湿らせたガーゼを温度計の球部に巻いて観測する。温度計の表面にある水分が蒸発した時の冷却熱と平衡した時の温度で、空気が乾いたときほど、気温（乾球温度）との差が大きくなり、皮膚の汗が蒸発する時に感じる涼しさ度合いを表す。
●黒球温度（GT: Globe Temperature）は、黒色に塗装された薄い銅板の球（中は空洞、直径約15cm）の中心に温度計を入れて観測する。黒球の表面はほとんど反射しない塗料が塗られている。この黒球温度は、直射日光にさらされた状態での球の中の平衡温度を観測しており、弱風時に日なたにおける体感温度と良い相関がある。
●乾球温度（NDB: Natural Dry Bulb temperature）は、通常の温度計を用いて、そのまま気温を観測する。









○暑さ指数（WBGT）を用い、日本生気象学会が「日常生活に関する指針」、（公財）日本体育協　会が「熱中症予防運動指針」を公表。労働環境については、世界的にはISO7243、国内ではJIS Z 8504「WBGT（湿球黒球温度）指数に基づく作業者の熱ストレスの評価－暑熱環境」として規格化。

日常生活に関する指針
	温度基準
（WBGT）
	注意すべき
生活活動の目安
	注意事項

	危険
（31℃以上）
	すべての生活活動で
おこる危険性
	高齢者においては安静状態でも発生する危険性が大きい。外出はなるべく避け、涼しい室内に移動する。

	厳重警戒
（28～31℃※）
	
	外出時は炎天下を避け、室内では室温の上昇に注意する。

	警戒
（25～28℃※）
	中等度以上の生活活動でおこる危険性
	運動や激しい作業をする際は定期的に充分に休息を取り入れる。

	注意
（25℃未満）
	強い生活活動で
おこる危険性
	一般に危険性は少ないが激しい運動や重労働時には発生する危険性がある。


※（28～31℃）及び（25～28℃）については、それぞれ28℃以上31℃未満、25℃以上28℃未満を示す。
[bookmark: guideline2]日本生気象学会「日常生活における熱中症予防指針Ver.3」（2013）より



運動に関する指針
	気温
（参考）
	暑さ指数
（WBGT）
	熱中症予防運動指針

	35℃以上
	31℃以上
	運動は原則中止
	WBGT31℃以上では、特別の場合以外は運動を中止する。
特に子どもの場合は中止すべき。

	31～35℃
	28～31℃
	厳重警戒
（激しい運動は中止）
	WBGT28℃以上では、熱中症の危険性が高いので、激しい運動や持久走など体温が上昇しやすい運動は避ける。
運動する場合には、頻繁に休息をとり水分・塩分の補給を行う。
体力の低い人、暑さになれていない人は運動中止。

	28～31℃
	25～28℃
	警戒
（積極的に休息）
	WBGT25℃以上では、熱中症の危険が増すので、積極的に休息をとり適宜、水分・塩分を補給する。
激しい運動では、30分おきくらいに休息をとる。

	24～28℃
	21～25℃
	注意
（積極的に水分補給）
	WBGT21℃以上では、熱中症による死亡事故が発生する可能性がある。
熱中症の兆候に注意するとともに、運動の合間に積極的に水分・塩分を補給する。

	24℃未満
	21℃未満
	ほぼ安全
（適宜水分補給）
	WBGT21℃未満では、通常は熱中症の危険は小さいが、適宜水分・塩分の補給は必要である。
市民マラソンなどではこの条件でも熱中症が発生するので注意。


（公財）日本体育協会「スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック」（2013）より


2017年(52,984人)	

北海道	青森県	岩手県	宮城県	秋田県	山形県	福島県	茨城県	栃木県	群馬県	埼玉県	千葉県	東京都	神奈川県	新潟県	富山県	石川県	福井県	山梨県	長野県	岐阜県	静岡県	愛知県	三重県	滋賀県	京都府	大阪府	兵庫県	奈良県	和歌山県	鳥取県	島根県	岡山県	広島県	山口県	徳島県	香川県	愛媛県	高知県	福岡県	佐賀県	長崎県	熊本県	大分県	宮崎県	鹿児島県	沖縄県	1181	354	463	618	374	405	864	1072	624	882	2800	2027	3345	2157	974	356	481	316	347	709	899	1244	3062	866	603	1415	3590	2711	851	650	395	393	1288	1547	681	465	576	868	539	2713	627	790	1397	828	865	1478	1294	2018年(95,137人)	

北海道	青森県	岩手県	宮城県	秋田県	山形県	福島県	茨城県	栃木県	群馬県	埼玉県	千葉県	東京都	神奈川県	新潟県	富山県	石川県	福井県	山梨県	長野県	岐阜県	静岡県	愛知県	三重県	滋賀県	京都府	大阪府	兵庫県	奈良県	和歌山県	鳥取県	島根県	岡山県	広島県	山口県	徳島県	香川県	愛媛県	高知県	福岡県	佐賀県	長崎県	熊本県	大分県	宮崎県	鹿児島県	沖縄県	1364	382	715	1423	608	669	1674	2330	1548	2131	6125	4206	7843	4710	1668	661	879	601	717	1434	2164	2528	6629	1906	1095	2709	7138	4599	1434	867	582	640	2296	2661	971	577	898	1234	667	3750	786	1193	1827	1052	921	1473	852	
（人）






2017年　人口10万人当たりの救急搬送人員数41.69人	[値]
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[値]


北海道	青森県	岩手県	宮城県	秋田県	山形県	福島県	茨城県	栃木県	群馬県	埼玉県	千葉県	東京都	神奈川県	新潟県	富山県	石川県	福井県	山梨県	長野県	岐阜県	静岡県	愛知県	三重県	滋賀県	京都府	大阪府	兵庫県	奈良県	和歌山県	鳥取県	島根県	岡山県	広島県	山口県	徳島県	香川県	愛媛県	高知県	福岡県	佐賀県	長崎県	熊本県	大分県	宮崎県	鹿児島県	沖縄県	25.34	29.2	55.88	60.97	59.43	59.53	87.46	79.88	78.41	108	84.29	67.59	58.03	51.61	72.39	61.99	76.17	76.39	85.88	68.319999999999993	106.5	68.319999999999993	88.59	104.96	77.5	103.78	80.75	83.09	105.11	89.98	101.49	92.17	119.49	93.57	69.12	76.349999999999994	91.98	89.08	91.59	73.510000000000005	94.38	86.63	102.29	90.2	83.42	89.37	59.43	
（人／１０万人）






（2008年を100％とする）

新生児	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	100	0	0	0	0	200	0	0	0	0	0	乳幼児	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	100	29.411764705882351	164.70588235294119	158.8235294117647	29.411764705882351	176.47058823529412	117.64705882352941	152.94117647058823	152.94117647058823	135.29411764705881	482.35294117647061	少年	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	100	43.554006968641112	142.85714285714286	125.43554006968641	33.10104529616725	178.74564459930315	119.16376306620209	182.57839721254356	162.36933797909407	190.94076655052265	339.37282229965155	成人	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	100	52.718676122931441	213.7115839243499	138.88888888888889	39.479905437352244	197.99054373522458	118.32151300236407	167.61229314420802	172.57683215130024	157.44680851063831	316.90307328605201	高齢者	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	100	63.448275862068968	287.93103448275861	203.44827586206895	89.310344827586206	317.93103448275861	191.0344827586207	301.0344827586207	299.65517241379308	290.86206896551727	586.37931034482756	



（2008年度を100％とする）

死亡	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	100	0	600	100	100	500	200	900	300	100	1200	重症	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	100	29.411764705882351	235.29411764705881	105.88235294117646	100	200	100	200	129.41176470588235	82.352941176470594	294.11764705882354	中等症	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	100	40.789473684210527	245.83333333333334	146.2719298245614	63.157894736842103	227.19298245614036	120.83333333333333	198.68421052631578	184.21052631578948	180.7017543859649	343.64035087719299	軽症	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	100	59.824980111376291	218.13842482100239	163.4049323786794	51.312649164677808	237.15194908512331	151.15354017501988	219.96817820206843	224.50278440731901	218.85441527446301	438.02704852824183	
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